会議・イベント（各種競技大会）開催する上での感染予防ガイドライン
〇会議・イベント（大会）参加者が遵守すべき事項
・体調が優れない場合は参加を見合わせること（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）
・家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合は参加を見合わせること
・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航または当該在住者との濃厚接触がある場合は参加を見合わせること
・マスクを持参し着用すること（スポーツを行っていない際や会話をする際はマスクを
着用すること）
・他の利用者との距離を確保すること（観客席に座る場合、席を1つ空けるなど距離を保つ）
・利用中に大きな声で会話、応援等をしないこと
・咳エチケットを守ること
・スポーツドリンク等他の人と共有しないこと
・感染防止のため施設管理者、会議・イベント（大会）責任者の指示に従うこと
・利用終了後2週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合は、施設管理者、会議・
イベント（大会）責任者に対して速やかに濃厚接触者の有無等について報告すること
・施設利用前後のミーティングや懇親会等においても三つの密を避けること
・昼食等を行う場合は、手洗い・うがいをしてから昼食をとるようにすること
・マイタオルを持参し、手洗い後に使用すること
〇会議・イベント（大会）主催者側が遵守すべき事項
・万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに注意し、イベント（大会）参加者へ
情報共有ができるようにしておくこと
・会議・イベント（大会）後、参加者から感染を発症したとの報告があった場合は、施設側に
報告をし、施設管理者や保健所等と連携をとり、感染拡大防止に協力すること
・会議・イベント（大会）の参加者へのマスク着用をし、参加することの呼びかけ
・開会式や閉会式はフロア内で選手を集めて行うのではなく、選手は観客席で密にならないようにして行うようにするなど配慮すること
・選手に試合中以外、マスクの着用を呼びかけ、徹底させること
・選手の試合前後の握手は行わないようにすること
・定期的に体育館、研修室内の扉を開放し換気をすること
・主催者側が利用する研修室、体育館アリーナ内、入り口にアルコール消毒液を設置し、参加者にこまめに手指消毒をしてもらうようにすること
・主催者側で感染予防対策として必要であるものがあれば施設管理者と協議の上、
設置をすること

※会議・イベント（大会）開催にあたり、県や各中央競技団体のガイドラインを参考にしていただき、会議の進行、イベント（大会）運営をお願い致します。
